
図 1 ． 多収米品種の設培遍地概略（●林水董省より）

表2. 多収性麟料用米品11のイナ型及び麗肥量の目安
“"q""nn¢1こ松鑢作費）

＼ 品檀

出纏 成熟閉 樟長 緯 肥 量(N成分）

n. u 月・日 a9 基 肥 穂 肥

ふくひびさ 8·9 9 · 23 15 6~8辻IIO• 2~4 kg/lOa 

べこごのみ 7 · 25 8 · 31 79 6~8はIIOa 2~4k:g/10a 

べこあおば 8•7 9 · 21 ” 6~8kg,'10a 2~4 kg/JO a 

夢 あ おば 7.公 9 • 10 紡 6kg/10a 3hIIOa 

:

＇
米・

特米
政
策
の
見
直
し
に
よ
り、

飼

料
用
米、

加
工
用
米
に、

こ
れ
ま

で
以
上
の
支
援
が
あ
る。

し
か
し、

生
産
冠
が

最大
限
の

支
援
を
受
け
る
に
は、

多
吸
が
絶

対
条
件
で
あ
る。
閉
度
を
良
く
理

解
し
て`

最
大
限
の
交
付
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い。

飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
に
つ
い
て
は

上
殿
を
10.
5
万
円
／
10
a
と
す
る
数

量
い
が
導
入
さ
れ
た。

数
量
払
い
の
仕
組
を
簡
単
に
要
約
す

る
と、

当
該
地
域
に
応
じ
た
単
収
（
攘

準
単
収
侑）
で
8
万
円
を
交
付。
そ
れ

よ
り
増
収
し
た
米
に
h
当
た
り
1
6
7

多
収
性
品
種
の
栽
培
適
地

図
）
は、

塁
林
水
産
省
の
「
加
工
用

米
及
び
飼
料
用
米
芍、
薫
規
露
妥
米
の

生
殺
に
向
け
て
j

よ
り
抜
粋
し
た
も
の

で
あ
る。

安
全
作
期
な
ど
を
考
え
た
適
遁
適
品

撞
が
基
本
で
あ
る
事
柄
を
考
え
る
と、

庄
内・
由
利
蟻
域
で
の
多
収
性
品
種
は

現
在
の
と
こ
ろ
図
1
の
太
線
内
「
ぺ
こ

あ
お
ば
J

「
ぺ
•
J
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J

の
み」
「
ふ
く
ひ
び

〖一

多
収
性
専
用
品
種
で
の

取
組
み
が
有
利

円
ず
つ
加
算
し、
上
限
を
10.
5
万
円

/
10
a
と
す
る。

つ
ま
り、

そ
の
地
域
の
紀
分
皐
収
よ

り
1
5
0
kg
/
10
a
壻
収
し
な
い
と
上

限
に
は
遠
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
あ
る。

地
域
の
ば
堺
単
収
よ
り
1
5
0
は

(
2
依
半）

も
の
増
収
で
あ
り、

多
収

品
種
の
導
入
が
必
至
で
あ
る。

表
ー
は、

庄
内
・
由
利
地
域
の
滋
準

単
収
偵
と
上
限
数
偵
を
示
し
た
も
の
で

あ
る。
調
査
し
た
と
こ
ろ、

市
や
町
あ

る
い
は
蟻
域
に
よ
っ
て
県
か
ら
の
配
分

鳳
収
を
そ
の
ま
ま
傾
準
単
収
と
し
て
い

る
市
や
町
も
あ
る
が、

若
干
の
調
整
を

加
え
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
な
の
で、

あ
く
去
で
も
参
考
数
偵
と
捉
え
て
頂
き

た
い。ま

た、

創
科
用
米・
米
粉
Jfl
米
に
つ

き」
「
夢
あ
お
ば
J

芍
が
あ
げ
ら
れ
る。

い
ず
れ
の
品
種
も
多
収
性
に
優
れ、

鋭
祥
か
太
科
で
耐
倒
伏
性
に
も
優
れ
て

お
り、
餓
培
し
や
す
い
特
性
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る。

飽
肥
量
の
目
安

凧
価
が
安
い
ほ
ど

に
コ
ス
ト
の
低
減
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い。表

2
に
綸
肥
量
の

い
て
の
多
収
性
専
用
品
種
へ
の
取
組
み、

加
工
用
米
の
複
数
年
契
約
(
3
年
間）

の
取
組
み
に
対
し、
1
.
2
万
円
／
10

a
を
交
付
す
る
と
し
て
い
る。

な
お、
「
水
Ill
フ
ル
沿
用
ビ
ジ
ョ
ン
j

の
策
定
を、
産
蟻
交
付
金
の
交
付
妥
件

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

大
豆
や
変
等
の
畑
作
物
に
よ
る

転作

目
安
を
示
し
た
通
り、
一

絞主
食
川
米

よ
り
多
肥
し
な
い
と
増
収
で
き
な
い
よ

う
で
あ
る。

ま
た、
ク
ン
パ
ク
含
布
黛
等
の
心
配

が
い
ら
な
い
か
ら、

積
極
的
に
多
肥
多

収
と
し
た
い
が
化
学
肥
科
依
存
度
が
高

い
ほ
ど
コ
ス
ト
高

に
な
り
か
ね
な
い。

絣
畜
連
携
に
よ

る
畜
産
堆
肥
や
舷

尿
液
の
視
し
込
み

等
に
よ
る
嬌
力
の

増
強
に
よ
り、
コ

ス
ト
低
減
し
な
が

ら
も
多
収
で
き
れ

ば
経
営
の
安
足
に

も
繋
が
る。

品
種
ご
と
の

特
徴「

ふ
く
ひ
び
き」

安
定
し
た
多
収
性

を
示
し、
短
秤
で

耐
倒
伏
性
に
優
れ、

紋
培
し
や
す
い。

玄
米
は
中
粒
で、

峯ふくひびさ・ペこ；；；のみ・ペこあおば92JI(北員碩による、 夢あおば12中央晨“
£11!センターによる四,,.ー クに基づいたもの．

玄
米
品
質
ば
巾
程
度
で
あ
る。
耐
冷
性

が
や
や
弱
い
の
で、
冷
害
の
捻
生
し
ゃ

す
い
鯰
帯
で
は
注
意
が
必
妻
で
あ
る。

「
ぺ
こ
ご
の
み」
か
生
品
檀
で
耐
倒

伏
性
に
優
れ、
直
措
栽
培
に
も
適
し
て

い
る。
玄
米
は
中
粒
で、
乳
白
等
で
品

質
が
劣
る
た
め一
般
品
種
と
の
識
別
が

容
品
で
あ
る．

ま
た、

牛
の
嗜
好
性
は
良
好
で、
＊

ー
ル
ク
ロ
ッ
ブ
サ
イ
レ
ー
ジ
に
も
適
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る。

「
ぺ
こ
あ
お
ば」
・
ふ
く
ひ
び
き．

よ
り
玄
米
収
量
で
6
％
く
ら
い
多
収・

短
葬
で
極
多
肥
条
件
で
も
鋼
れ
ず
収
量

が
多
い。
玄
米
は
大
粒
で、
一
般
品
檀

と
の
識
別
が
容
易
で
あ
る。

nて
あ
お
ば
J

栂
が
太
く、

耐
慎
伏

性
は
極
強
な
の
で
湛
水
直
播
に
適
す
る。

玄
米
が
大
粒
で一
般
品
檀
と
識
別
が
容

易
で
あ
る。
玄
米
収
量
が
高
い
の
で
鉗

料
用
米
に
好
適
で
あ
る。

箭
述
し
た
品
檀

特性
を
十
分
兌
揮
し

て
多
収
に
結
び
つ
け
た
い
も
の
で
あ
る。
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表1． 庄内（市•町）・由利（地区別）標準皐収饂と上隈歓fi1
(U9•町からの聞色取り11査•松濾作表）

市•町・鍮蟻 紀（分は,基/準IO 皐a 双) I
虞
IOす、5る万

It
1'1●/1

(
0k•/J

10
を•這) 

庄 鶴 輿 ’" 豪579 7 2 9  
三 /II 町 豪602 752 

内
庄 内 町 ※590 7 4  0 

嶋
洒 田 市 峯618 768 

域
遍 佐 町 豪602 7 5 2 
＊庄着区 棗591 741 

由 矢贔嬌区 濠584 734 
宕械鍮区 豪522 6? 2 
di騎地区 棗594 744 

鳩 大内嶋区 豪558 7 0 8  

域
JI[山利邊区 峯544 694 
＂ ＂亀区 豪574 7 2 4  
鳥渾織区 ※541 691 

と
違
っ
て、

水
田
の
ま
ま
で
作
れ
る。

ま
た、
攘
店
が
低
く、
大
漏
の
た
び

に
冠
水
や
泣
害
等
で
燿
作
物
は、
な
ん

と
し
て
も
作
り
麓
か
っ
た
り、

頑
張
っ

て、
反
収
2
5
0
は
以
上
の
大
豆
が
で

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

Ill
や
宮
で
収

穫
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
鰊
域・
鯰
帝

に
は
布
利
で
生
殺
意
欲
に
も
繁
が
る
よ

う
に
お
も
わ

れ
る。な

に
よ
り

も、

耕
畜
連

携
に
よ
る
自

給
享
及
び
自

給
力
の
向
上

と
急
力
の
増

泣
及
び
コ
ス

ト
の
低
誡
が

図
ら
れ
る
事

に
期
待
し
た

い
も
の
で
あ

る。

濠戴から示された紀分皐収に10.Slif'lを遍賦するための
・
1印地／10

嘉
．

を加算した上霞散量を示したものである。 各市町によっては、

檀々の条件で撮準皐れを貫聾しているところもありますので、 あく
までも参考数値として捉えて下さい．
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ど

多
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